







6 8 0 0系のマイクロ コンビュータK 1 M -1は比較的まとまっ たマイ コンとして用途が広いよう
であるが， 一旦故障するとキーボードよりの入力はできず， 故障点を検出することが困難で 、ある。 こ
れは T K 8 0系と 異なってキーボード入力カ、R 0 M， R A M， S N -7 4 1 4 5， S N -7 4 L S 1 
4 5等の関係する所が多いからであって， KIM-1をテストした結果を報告する。
1. 6502のstart upテスト
マニュアルによって， 6 5 02 CPUを s tar tきせるためには fig. 1に示すように RS Tスイッチ
を入れると約6サイクルの後にFFF C， FFFDがハード的にアドレスパス上に生じて， この番地
の内容1 C 2 2がデータパス上に生じて1 C 2 2番地よりプログラムが走ることになっている。 この
ためまず， 6502よりテスト
することにした。 RS T ( 6  
5 02の 4 0ピン) に主巨形波
を加えて， その内容を CR T
上に出す。 配線図を fig. 2に
示す0
ø，端子よりSN 7 4 0 0を
通1)， S N 7 4 9 3を用いて
s t巴 p dow n cou ntするが，









1/16， 端子を用いて， Addr ess bus 1 6ヶ ( 縦軸)， 横は仇の目盛のs tartよりの何番目かを示す
ものである。 結果は fig. 3に示す。 仇の 8， 9 を読み取るとADBには 8の時FFF C， 9 の時FF
FDとなっているので6 5 0 2の s tart up はマニュアル通りである。 先にゆ2の 9より先を知るため
に 1 / 3 2に s tep dow n し同じように仇とADBを検すると fig. 4となる。 この時も仇カ、8の時FF
F C， 9 の時FFFDとなっている。 この後1 0の時と1 C 2 2が表われている。 この1 C 2 2はR





ROM6 5 3 0の入出力， キーボードに 関係するものは 6 5 3 0 - 0 02で あり， 番地は1 C 0 0 
から1 KBに渡っている このROMをテストするために別の K 1 M -1の1 0 0 0番地に入れかえ
てテストする。 生きている K 1 M -1を K 1 M -1 ( 1 )， テスト 中の K 1 M -1を KIM-1(2)と
呼ぶ ことにする。
u'のSN-74LS1 45において K7 ( 2 )と K 4 ( 1 )とを fig. 5のように 接続 すると KIM-1(2)
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KIM-1 (1) のu -2 4 
(7 41 4 5) のA， B， C， 
D線より 4 本を取り出して，
KIM1(2)の 6 5 3 0 - 0 
o 2のソケット ( 6 5 3 0-
0 02と CPuの 6 5 0 2は
取りはずしてあってソケット
のみ付いている。) の入出力ボ
ートPB1 ， PB2， PB 3 ， 
PB 4に 接続 する。 今まで点
灯しなかった表示管は点灯す
れば故障は別な所である。 次
に 6 5 3 0- 0 02(1)のP
AO， PA1 ， PA2， PA 
3 ，  PA 4 ，  PA5， PA 6  
と 6 5 3 0- 0 02(2)のそ
れとを App l icat ion conn e 
ctor端子で接続 し， K 1 M-
1 ( 1 )の キーボードで KIM
-1 ( 2 )の制御をテストL，
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法は KIM-1(2)の Kめ を
KIM-1( 1)のU4(7 4 L
S 1 4 5 ) の K 4に 接続 する。 (App l icat ion conn e ctor で) これは KIM-1(1)の1 0 0 0番地
に入れた ことを意味する。 テストの結果， キーボード よりデータを入れる時には 0 0， 11， 22，
3 3の時には正 しい表示が表示管 に表われるが， 4 4の時o 4 ，  5 5の時には1 5等の表示となり，
D ata 8 U Sの 6の線に信号が出ていない ことが明らかになった。 よってRAMのU6 ( 6 1 02) 
と U1 3 (D86相当) とを取りかえる ことによって， Data 8 U Sを検した。
最初， Exp ans ion Conn e ctor を接続したと ころ K 1 M -1 ( 1)， K 1 M -1 ( 2 )の両者共点灯せ
ず， KIM-1(1)のD86を切り離すと点灯するので， さらにD8 - 6を検して正常 に動作させら
れた。
故障としてはRAMの 61 02のU6(D 8 6相当の8U S) によるもので， このために1 C 2 2以




















RAMのテストK cþ， 4. 
白山大学工学部紀要第30巻 1979 
結 言
K 1 M -1の故障について， このテストを行なった結果について述べた。 キーボード入力用のRδ
Mに依存するので， これに関係する広範囲のプログラム及び 1 Cを検する必要が ある。 最近マイクロ
コンビュータの普及と共に 故障のテストはますます重要になると思 う。 その一助ともなれば幸いであ
る。 援助を得た深田， 中西両君に感謝する。
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Fault Test of Micro Computer 
日 iroshi INOUE 
When we use a micro computer， we often find it impossible to input from the key­
board and to light the display diode. 
In this paper， taking the case of the KIM- 1 micro computer， as an example， we 
tried to test each part， and could repair its function by detecting fault points. 
(1978 年10月 30日受理)
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